
このたびは、スーパーウーファ／リアスピーカ
NX-SW70をお買い求めいただきまして、まこ
とにありがとうございました。
NX-SW70の優れた性能を充分に発揮させると
ともに、末永くご愛用いただくために、この取
扱説明書をご使用の前に、必ずお読みください
ますようお願いいたします。
お読みになったあとは、保証書とともに大切に
保管してください。
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特長

付属品がすべてそろっているか、確認してください。

●ホームシアターサウンド
別売のヤマハ ホームシアターサウンドシステムAV-S70に本機を接続することで、重低音の迫力とサラウン
ド感をお楽しみいただけます。

●別売ヤマハホームシアターサウンドシステムAV-S70による集中コントロール
スーパーウーファのレベル調節、テストトーンによるスピーカレベル調節などをホームシアターサウンドシス
テムで操作します。別売ヤマハホームシアターサウンドシステムAV-S70の取扱説明書をご覧ください。

●スーパーウーファには豊かな重低音を再生する、アドバンスト ヤマハ アクティブサーボ テクノロ
ジー  搭載

Aタイプ×2
（ウォールブラケット）

ネジ（2本）

蝶ネジ（2本）

システム接続ケーブル（3m：１本）

Bタイプ×2
（ブラケット）

スピーカコード（15ｍ：2本）

スピーカ取り付け部品

簡易接続図

AV100V�
50/60Hz�
非連動最大�
200W

入力�

左�

予備入力� テレビ� ビデオ�

矢
印
側
�

スーパー�
ウーファー出力�

システム接続�
SW-AVS70へ�

スルー�
出力�

右�

デジタル2�
(V/PCM)

デジタル1�
(V/PCM)

右� 左�

＋� ＋�

－� －�

リアスピーカーへ�

システム接続�
AV-S70へ�

矢印側�

付属のスピーカ：NX-AVS70�
以外は接続しないでください。�

＋�－� ＋�－�

別売ヤマハ スーパーウーファ／�
リアスピーカ NX-SW70フロントスピーカ  AV-S70

音声出力端子のないテレビ（モニター）とのつなぎかた�
デジタル音声を楽しむとき�

テレビ（モニター）�

スーパー�
ウーファ�
SW-AVS70

リアスピーカ�
NX-AVS70�

右�

リアスピーカ�
NX-AVS70�

左�

映像�
出力�

音声�
出力�

左�

右�

映像�
入力�

音声�
入力�

左�

右�

1

2

音声出力�

左�

右�

DVD/LD

映像�
出力�

光�

同軸�

CD/MD

ビデオデッキ�

右� 左�

＋� ＋�

－� －�

リアスピーカーへ�

付属のスピーカ：NX-AVS70�
以外は接続しないでください。�

オーディオ接続コード（2ピン）（1本）�

付属品�

市販のコードをご用意ください�

オーディオ接続コード（1ピン）�

光ファイバーケーブル�

ビデオ接続コード�

赤�

白�

黄�

システム接続ケーブル�

右�
左�

赤�

白�

黄�

右�
左�

赤�

白�

赤�

白�

赤�

白�

黄�

黄�

黄�

赤�白�赤�白�赤�
黄�

白�

R
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A
R
 R

R
E
A
R
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　警告

この取扱説明書および製品への表示では、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や財産
への損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしています。内容をよく理解してから本文をお読みください。

この「安全上のご注意」に書かれている内容には、お客様が購入された製品に含まれないものも記載されています。

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性が
想定される内容を示しています。

分解禁止

●記号は行為を強制したり
指示する内容を告げるもの
です。

記号は禁止の行為である
ことを告げるものです。

△記号は注意（危険・警告
を含む）を促す内容がある
ことを告げるものです。

絵表示の例

分解禁止

電源電圧交流100V以外の電
圧で使用しない

火災・感電の原因となります。
本機を使用できるのは日本国内のみです。船舶
などの直流(DC)電源には接続しないでくださ
い。

水を入れたり、ぬらさない

火災・感電の原因となります。
本機の上に水などの入った容器や小さな金属物
を置かないでください。

雷が鳴っているときは、アンテ
ナ線や電源プラグに触れない

感電の原因となります。

通風孔などから内部に金属類
や燃えやすいものなどを差し
込んだり、落し込んだりしない

火災・感電の原因となります。
特にお子様のいるご家庭ではご注意ください。

分解・改造を絶対しない
（キャビネットをはずすことも
含む）

火災・感電の原因となります。
内部の点検・整備・修理は販売店にご依頼くださ
い。

供給電力を超える消費電力の
機器を、電源供給コンセントに
接続しない

火災の原因となります。
接続機器の消費電力の合計が本機背面に表示さ
れている供給電力を超えないようにしてくださ
い。また、供給電力内であっても電源を入れたと
きに大電流の流れる機器（電熱器具、ヘアドライ
ヤー、電子レンジなど）は接続しないでくださ
い。

安全上のご注意
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安全上のご注意

　警告 この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性が
想定される内容を示しています。

電源コード・プラグを破損するようなことをしない
（傷つける、加工する、熱器具に近づける、無理に曲げる・ねじる、引っぱる、束ねる、重いものを

のせるなどしない）

火災・感電の原因となります。
● コードやプラグの修理は販売店にご相談ください。

濡れた手で電源プラグの抜き
差しをしない

感電の原因となります。

電源プラグは根元まで確実に
差し込む

差し込みが不完全ですと、感電や発熱による火
災の原因となります。
● 抜くときは必ずプラグを持ち、コードを引っ
ぱらないでください。

● 傷んだプラグ、ゆるんだコンセントは使わな
いでください。

電源プラグのほこりなどは定期
的にとる

プラグにほこりなどがたまると、湿気などで絶縁
不良となり、火災の原因となります。
● 電源プラグを抜き、乾いた布でふいてくださ
い。

機器の内部に水や異物が入っ
た場合は、まず電源スイッチを
切り、電源プラグをコンセント
から抜く

販売店にご連絡ください。そのまま使用すると
火災・感電の原因となります。

煙が出たり変なにおいや音がしたら、すぐに電源ス
イッチを切り、電源プラグを抜く
また、電源プラグの抜き差しがしやすいコンセントに
接続する

そのまま使用すると、火災・感電の原因となります。煙が出なくなるのを確認し
て販売店に修理をご依頼ください。お客様による修理は危険ですから絶対にお
やめください。

落としたりして本機を損傷した場合は、電源ス
イッチを切り、電源プラグを抜く

そのまま使用すると、火災・感電の原因となります。販売店に修理をご
依頼ください。お客様による修理は危険ですから絶対におやめくださ
い。
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　注意 この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想定される
内容、および物的損傷のみの発生が想定される内容を示しています。

振動のある場所、ぐらついた台
の上や傾いた所など不安定な
場所に置かない

落ちたり、倒れたりしてけがの原因となります。

通風孔をふさがない

通風孔をふさぐと内部に熱がこもり、火災の原
因となりますので、次の点に注意してください。
● テーブルクロスを掛けたり、じゅうたんや、布
団の上に置かないでください。

● 本機を押し入れ、本箱など風通しの悪い狭い
所に押し込まないでください。

放熱をよくするために他の機器
との間は少し離して置く

火災・故障の原因となります。ラックなどに入れ
るときは、本機の天面から10cm以上、背面から
10cm以上のすきまを開けてください。

各機器を接続する場合は電源
プラグを抜き、説明に従って接
続する

各々の機器の取扱説明書をよく読み、接続には
指定のコードを使用してください。

直射日光が当たる場所など異
常に温度が高くなる場所に置
かない

キャビネットや部品に悪い影響を与えたり、内部
の温度が上昇し、火災の原因となります。

湿気やほこりの多い場所に置
かない

火災・感電の原因となります。

移動するときは電源スイッチ
を切り、必ず電源プラグを抜
き、外部の接続コードを外す

コードが傷つくと火災・感電の原因となります。

お手入れの際は、安全のため電
源プラグを抜く

感電の原因となります。

長期間使わないときは、必ず電
源プラグを抜く

火災の原因となることがあります。
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● 本機は音楽や映画などを再生する目的で設計されております。従って信号発生器やテストディスクの信号などを再生しますと、本
機の故障の原因となるばかりではなく、スピーカーをいためる原因となることがあります。

● デジタルオーディオインターフェース規格は民生用と業務用では異なります。本機は民生用のデジタルオーディオインターフェー
スに接続する目的で設計されています。業務用のデジタルオーディオインターフェース機器との接続は、本機の故障の原因となる
ばかりでなくスピーカーをいためる原因となることがあります。

　注意 この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想定される
内容、および物的損傷のみの発生が想定される内容を示しています。

付属のリモコンに電池を挿入
する場合、極性表示（プラス
とマイナス ）通りに入れる

間違えると電池の破裂、液もれにより、火災・けが
や周囲を汚損する原因となることがあります。

指定以外の乾電池は使用しな
い

また、種類の違う乾電池、新しい電池と古い電池
を混ぜて使用しないでください。電池の破裂、液
もれにより、火災・けがや周囲を汚損する原因と
なります。

乾電池はショート、分解、加熱、
火に入れるなどしない

発熱、液もれ、破裂などを起こし、けが、やけどの
原因になります。

乾電池は充電しない

液もれ、破損などを起こし、けが、やけどの原因
になります。

電源を入れる前には音量を最
小にする

突然大きな音が出て聴力障害などの原因となり
ます。

ヘッドホンを使うときは、音量
を上げすぎない

大きな音で聞くと、聴力障害などの原因となりま
す。

アンテナ工事には、技術と経験が必要ですので、販売店にご相談ください。

1年に一度くらいは内部の掃除を販売店にご相談ください。
本機の内部にほこりがたまったまま長い間掃除しないと、火災や故障の原因となることがあります。特に、湿気の多くなる梅雨期の前に行うと、より効
果的です。なお、掃除費用については販売店にご相談ください。

VOLUME

安全上のご注意
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1.5～1.8m

スーパーウーファ�
フロントスピーカの近くに設置します。�

リアスピーカ�
視聴ポジションより後方（また
は側方）に設置します。�

ホームシアター�
サウンドシステム（別売）�
画面中央の上に設置します。�

リアスピーカ�
左�

リアスピーカ�
右�

スーパーウーファ
左右どちらかの外側で、壁の反射を防ぐため、少し内
側に向けて置きます。低音の聴こえかたは、スーパー
ウーファを置く位置と聴く位置の両方に影響を受けま
すので、設置場所を変えてお試しください。

リアスピーカ
お部屋の状況に合わせて床や棚に置いたり、壁に掛け
ることもできます。
スピーカの高さは、床に直接座って聴く場合床から
1.5ｍ位、椅子に座って聴く場合1.8ｍ位が適当で
す。

スピーカの置きかた

椅子に座って聴く場合の高さ�

1.8m位�

直接座って聴く場合の高さ�

1.5m位�

別売のヤマハ ホームシアターサウンドシステム
AV-S70
ホームシアターサウンドシステムはテレビ画面とス
ピーカの前縁をそろえ、テレビの上に設置します。設
置のしかたについてはAV-S70取扱説明書をご覧く
ださい。
テレビの上に設置できないときは、テレビの下のラッ
ク内などできるだけテレビ画面の近くに設置してくだ
さい。
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接続のしかたスピーカ取り付け金具の使いかた
リアスピーカを壁に掛けて使用する場合は、付属のAタイプ（ウォールブラケット）の金具を使います。

リアスピーカを掛ける場所に2本の木
ネジ（市販品：直径4mm程度）を取り付
け、木ネジに金具を取り付ける
● 木ネジが、金具の狭い部分に確実に
入っていることを確認してください。

スピーカの角度を調節し、蝶ネジをし
める

Aタイプの金具�

65mm

20mm以上�

金具に、付属の蝶ネジでスピーカを付
ける

付属の蝶ネジ�

角度を調整してから�
蝶ネジをしめる。�

スピーカを直接壁に取り付けるときは
Aタイプの金具を使わずに、壁に2本の木ネジを
取り付け、スピーカ背面の穴を利用して壁に掛け
ることもできます。

ご注意�! !
取り付け後は、スピーカが確実に固定されているか確認し
てください。

65mm

直径4～5mm程度の�
木ネジ（市販品）�

65mm

5mm

20mm以上�

＋�－�

別売ヤマハスピーカスタンドSPS-AV1
リアスピーカにSPS-AV1を取り付けると、フロ
アースタンドスピーカとして使えます。
2台1組：税別価格￥11,000
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付属のネジで、スピーカ底部にBタイプ（ブラケット）の金具を取り付ける
● 金具の凸部分がスピーカ底部の溝に入るようにします。

金具の穴（60mm）を使い、金具とスピーカスタンドのスピーカ側ブラケットをネジで固定する
● 直径4mm、長さ8mmのコネジとスプリングワッシャーおよびワッシャーをご用意ください。

市販のスピーカスタンド（ネジ穴間隔60mm：ヤマハSPM-5など）を
使用するときは

ご注意�! !
（重要なご注意です。必ずお読みください。）
● スピーカは１台約0.7kgの重量があります。ネジを止める場
所は、しっかりとした壁または柱を選んでください。モルタ
ルや化粧ベニア板などはがれやすい材質の壁には取り付けな
いでください。ネジが抜けて落下などの危険があります。

● 金具を釘や両面テープなどで取り付けないでください。使用
中の振動で釘がゆるんだり、両面テープがはがれ、スピーカ
が落下する危険があります。

● スピーカコードをスピーカと金具の間に挟まないように注意
してください。スピーカコードはスピーカ背面の溝を通して
ください。

● スピーカコードを足や手に引っかけて本機を落下させること
のないように、コードは固定してください。

● 取り付け後は必ず安全性を確認してください。
取り付け箇所、取り付け方法の不備による事故等の責任は、
当社では一切負いかねますのでご了承ください。

Bタイプの金具�
付属のネジ�

60mm
Bタイプの金具�

直径4mm、長さ8mmのコネジ�
スプリングワッシャー�

スピーカー側ブラケット�
（スピーカースタンドのパーツ）�

ワッシャー�
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右� 左�

＋� ＋�

－� －�

リアスピーカーへ�

システム接続�
AV-S70へ�

矢印側�

付属のスピーカ：NX-AVS70�
以外は接続しないでください。�

芯線�

レバー�

接続のしかた

正しい接続のために
● 接続の際は、接続する機器の電源を切ってくださ
い。

● 接続する機器によっては接続方法や端子名が異な
ることがありますので、それぞれの機器の取扱説
明書もあわせてご覧ください。

● スーパーウーファのスピーカ端子には同梱のリア
スピーカ（NX-AVS70）以外は接続しないでくだ
さい。他のスピーカを接続した場合、故障の原因
になります。

リアスピーカとスーパーウーファの接続
● スピーカコード先端の絶縁部分（ビニール）を引き
抜き、先をよじっておきます。（よじりながらビ
ニールを引き抜くと芯線がバラバラになりませ
ん。）

リアスピーカのスピーカ端子にスピーカコードをつなぐ
レバーを下に押しながら
穴にスピーカコードの芯線を差し込み
レバーを戻す。（指を離すとレバーが戻ります。）

● ライン入りのコードを右側の＋端子（赤）に接続し、もう一方の
コードを左側のー端子（黒）に接続します。

● 接続が終わったらスピーカコードを軽く引っ張り、確実に接続
されているか確認してください。

● 接続が終わったら正しく配線されているか、もう
一度お確かめください。
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リア右スピーカ� リア左スピーカ�

＋�－� ＋�－�

スピーカコード識別表示�

右� 左�

＋� ＋�

－� －�

リアスピーカーへ�

付属のスピーカ：NX-AVS70�
以外は接続しないでください。�

R
E
A
R
 R

R
E
A
R
 L

レバー�
芯線�

スーパーウーファのスピーカ端子にスピーカコードをつなぐ
＋端子のレバー（赤）は上にあげ、－端子のレバー（黒）は下にたおす。
穴にスピーカコードの芯線を差し込み
レバーを戻す。

●ライン入りのコードを＋端子（赤）に接続し、もう一方のコードをー端子（黒）に接続します。
●接続が終わったらスピーカコードを軽く引っ張り、確実に接続されているか確認してください。

ご注意�! !
● スピーカコードはプラス（＋）とマイナス（ー）を間違えないよ
うに接続してください。

● スピーカコードはプラス（＋）とマイナス（ー）がショート（接
触）しないように、しっかりと差し込んでください。しっかり
差し込まれていないと、音が出なかったり、雑音が出たり、
スピーカをいためる原因となります。

● スピーカコードは芯線部分だけを端子の穴に接続します。
コードの絶縁部分（ビニール）まで差し込むと音は出ません。

● スピーカコードは手や足に引っかけないよう、固定してくだ
さい。
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スーパーウーファとホームシアターサウンドシステムをつなぐ
別売のヤマハホームシアターサウンドシステムAV-S70のシステム接続端子とスーパーウーファのシステム接続
端子を、システム接続ケーブルで接続します。
● プラグは必ず マークどうしを合わせて差し込みます。
ホームシアターサウンドシステム側の マークは端子の左側に、サブウーファ側の マークは端子の上側に
あります。

メモ�
● ホームシアターサウンドシステムの電源を切ると、スーパー
ウーファの電源も切れます。

電源コードの接続
接続が終ったら、もう一度確認してください。
最後にスーパーウーファの電源コードのプラグを、家庭
用ACコンセント（100V 50/60Hz）に差し込みます。

● システムコネクターケーブルは傷つけたり、無理に曲げた
り、引っ張ったりしないでください。ケーブルが破損して、
音が出なくなったり、火災や感電の原因となります。
特に、ラックやキャスターで踏みつけたりしないようご注意
ください。

入力�

左�

予備入力� テレビ� ビデオ�

矢
印
側
�

スーパー�
ウーファー出力�

システム接続�
SW-AVS70へ�

スルー�
出力�

右�

デジタル2�
(V/PCM)

デジタル1�
(V/PCM)

別売のヤマハ ホームシアターサウンドシステム AV-S70

右� 左�

＋� ＋�

－� －�

リアスピーカーへ�

システム接続�
AV-S70へ�

矢印側�

付属のスピーカ：NX-AVS70�
以外は接続しないでください。�

付属の�
システム�
接続ケーブル�

システム�
接続端子へ�

システム�
接続端子へ�
端子の  　マークと�
プラグの  　マークを�
合わせて差し込む。�

右� 左�

＋� ＋�

－� －�

リアスピーカーへ�

システム接続�
AV-S70へ�

矢印側�

付属のスピーカ：NX-AVS70�
以外は接続しないでください。�

ACコンセント�
100V (50/60Hz)

接続のしかた
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故障かなと思ったら
次のような場合は故障でないことがありますので、修理やアフターサービスをお申しつけになる前にあらかじめ
お調べください。
● 本機を使用中に、強い外来ノイズ（衝撃、過大な静電気、または落雷による電源電圧の異常など）を受けた場合
や誤った操作をした場合などに、操作を受けつけなくなるなどの異常が発生することがあります。

● このようなときは、いったん電源プラグを抜き、約30秒後に再びつないで操作をやり直してみてください。

ここをおたしかめください

● 電源コードが接続されていますか？
● ホームシアターサウンドシステム側で「消音」にしていませ
んか？別売ヤマハホームシアターサウンドシステムAV-
S70の取扱説明書をご覧ください。

● ホームシアターサウンドシステムの「入力切換」があってま
すか？別売ヤマハホームシアターサウンドシステムAV-
S70の取扱説明書をご覧ください。

● システム接続ケーブルが正しく接続されていますか？
● ホームシアターサウンドシステム側で「重低音」のレベルを
下げすぎていませんか？別売ヤマハホームシアターサウン
ドシステムAV-S70の取扱説明書をご覧ください。

● スピーカコードが正しく接続されていますか？
● ホームシアターサウンドシステム側でテストトーンの際に
リアレベルを下げすぎていませんか？別売ヤマハホームシ
アターサウンドシステムAV-S70の取扱説明書をご覧くだ
さい。

● ホームシアターサウンドシステム側で音場プログラムの
「バーチャルサラウンド」を選んでいませんか？別売ヤマハ
ホームシアターサウンドシステムAV-S70の取扱説明書を
ご覧ください。

● モノラルのソースで音場プログラムの「ドルビープロロジッ
ク」、「ドルビープロロジックエンハンスト」を使っていませ
んか？別売ヤマハホームサウンドシステムAV-S70の取扱
説明書をご覧ください。

● 電源コードを伝わってくる電波が電源周波数によって変調
をうけることがあります。
電源差し込みプラグの左右を逆に差しかえてみてくださ
い。

どんな状態ですか？

まったく音が出ない。

スーパーウーファから音が出
ない。

リアスピーカから音が出な
い。

“ブーン”という雑音が入
る。

参照ページ

12
－

－

12
－

10～11
－

－

－

12

ご注意�! !
修理・アフターサービスの際は、別売ヤマハ ホームシアターサウンドシステム AV-S70とともにお持ち込みく
ださい。
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仕様

アンプ部

定格出力

スーパーウーファ 50W (100Hz、10％ THD）

リア 30W×2 (1kHz、10％ THD）

スーパーウーファ

型名 SW-AVS70

型式 アドバンスト ヤマハ アクティブ
サーボ テクノロジー方式

スピーカ 16cm コーン、防磁型

最大許容入力 50W

インピーダンス 4Ω

寸法（幅）×（高さ）×（奥行き） 200×395×389mm

重量 9.7kg

リアスピーカ

型名 NX-AVS70

型式 密閉型

スピーカ 8cm コーン、防磁型

最大許容入力 30W

インピーダンス 6Ω

寸法（幅）×（高さ）×（奥行き） 100×140×113mm

重量 0.7kg

総合

電源/電圧 AC 100V   50/60Hz

消費電力 65W

付属品 スピーカコード15m×2

システム接続ケーブル3m×1

簡易接続図×1

スピーカ取り付け部品 Aタイプ（ウォールブラケット）×2

Bタイプ（ブラケット）×2

ネジ×2

蝶ネジ×2

本機は「高調波ガイドライン」適合品です。
＊「高調波ガイドライン」適合品とは、通産省・資源エネル
ギー庁の定めた「家電・汎用品高調波抑制対策ガイドライ
ン」に基づき、商用電力系統の高調波環境目標レベルを考
慮して設計・製造した製品です。

＊ 仕様および外観は改良のため予告なく変更することがあ
ります。

これは日本電子機械工業会「音のエチケット」キャンペーンのシンボルマークです。
音楽を楽しむエチケット

楽しい音楽も時と場所によっては大変気になるものです。隣近所への配慮を充分にしましょう。静かな夜間
には小さな音でもよく通り、特に低音は床や壁などを伝わりやすく、思わぬところに迷惑をかけてしまいま
す。適当な音量を心がけ、窓を閉めたり、ヘッドホンをご使用になるのも一つの方法です。音楽はみんなで
楽しむもの、お互いに心を配り快適な生活環境を守りましょう。

音のエチケット�
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ヤマハホットラインサービスネットワークは、本機を末永く、安心してご愛用いただけるためのものです。

サービスのご依頼、お問い合わせは、お買上げ店、またはお近くのサービス拠点にご連絡ください。

●保証期間
お買い上げ日より1年間です。

●保証期間中の修理
保証書の記載内容に基づいて修理させていただきます。詳しくは
保証書をご覧ください。

●保証期間が過ぎているとき
修理によって製品の機能が維持できる場合にはご要望により有料
にて修理いたします。

●修理料金の仕組み
◆ 技術料 故障した製品を正常に修復するための料金です。

技術者の人件費、技術教育費、測定機器等設備費、
一般管理費等が含まれています。

◆ 部品代 修理に使用した部品代金です。その他修理に付帯す
る部材等を含む場合もあります。

◆ 出張料 製品のある場所へ技術者を派遣する場合の費用で
す。別途、駐車料金をいただく場合があります。

●補修用性能部品の最低保有期間
補修用性能部品の最低保有期間は、製造打切り後8年(テープデッ
キは6年)です。この期間は通商産業省の指導によるものです。補
修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品
です。

●持ち込み修理のお願い
故障の場合、お買い上げ店、または最寄りのヤマハ電気音響製品
サービス拠点へお持ちください。

●製品の状態は詳しく
サービスをご依頼なさるときは製品の状態をできるだけ詳しくお
知らせください。また製品の品番、製造番号などもあわせてお知
らせください。
※品番、製造番号は本機背面パネルに表示してあります。

●摩耗部品の交換について
本機には使用年月とともに性能が劣化する摩耗部品(下記参照)が
使用されています。摩耗部品の劣化の進行度合は使用環境や使用
時間等によって大きく異なります。
本機を末永く安定してご愛用いただくためには、定期的に摩耗部
品を交換されることをお薦めします。
摩耗部品の交換は必ずお買い上げ店、またはヤマハ電気音響製品
サービス拠点へご相談ください。

摩耗部品の一例
ボリュームコントロール、スイッチ・リレー類、接続端子、
ランプ、ベルト、ピンチローラー、磁気ヘッド、光ヘッド、モーター類など

■ヤマハ電気音響製品サービス拠点
（ヤマハAV製品の故障に関するご相談窓口および修理受付、修理品お持ち込み窓口）

北海道 〒064-8543 札幌市中央区南十条西1-1-50ヤマハセンター内
TEL (011) 512 - 6108

仙　台 〒984-0015 仙台市若林区卸町5-7
仙台卸商共同配送センター3F
TEL (022) 236 - 0249

首都圏 〒211-0025 川崎市中原区木月1184
TEL (044) 434 - 3100

浜　松 〒435-0048 浜松市上西町911　ヤマハ（株）宮竹工場内
TEL (053) 465 - 6711

名古屋 〒454-0058 名古屋市中川区玉川町2-1-2
ヤマハ（株）名古屋流通センター3F
TEL (052) 652 - 2230

大　阪 〒565-0803 吹田市新芦屋下1-16
ヤマハ（株）千里丘センター内
TEL (06) 6877 - 5262

広　島 〒731-0113 広島市安佐南区西原6-14-14
TEL (082) 874 - 3787

四　国 〒760-0029 高松市丸亀町8-7 ヤマハミュージック神戸高松店内
TEL (087) 822 - 3045

九　州 〒812-8508 福岡市博多区博多駅前2-11-4
TEL (092) 472 - 2134

★永年ご使用の本機の点検を！

愛情点検

こんな症状はありませんか？

● 電源コード・プラグが異常に熱い。
● コゲくさい臭いがする。
● 電源コードに深いキズか変形がある。
● 製品に触れるとピリピリと電気を感じる。
● 電源を入れても正常に作動しない。

● その他の異常・故障がある。

事故防止のため電源プラグをコンセントから抜き、必ず販
売店に点検をご依頼ください。
なお、点検・修理に要する費用は販売店にご相談ください。

すぐに使用を中止してください。

ヤマハAV製品に対するお問合せ窓口

AVお客様ご相談センター
TEL (03) 5488－5500

〒430-8650 浜松市中沢町10-1
AV機器事業部
営　業　部 TEL (053) 460－3451
品質保証室 TEL (053) 460－3405

住所および電話番号は変更になることがあります。

ヤマハホットラインサービスネットワーク

ヤマハホットラインサービスネットワーク
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